ボランティア活動にかんする意識調査

かつてボランティアといえば比較的余裕のある家庭の主婦が暇の時間にすることというイメージがあった。しかし、近年では広くNGOの活動が注目を集め、また学校教育や交通違反者にたいする再教育にもボランティア活動が取り入れられるなど、ボランティアを巡る社会的認識はこの数年で大きく変わってきたように思われる。

今回の調査では、学生のボランティアにたいする意識の変化を調べるために、草津大学の社会学部、経済学部、工学部の学生120人にたいするアンケート調査をおこなった。その結果、学年や学部によって意識がだいぶ異なることがわかった

1 全体の結果

2 学部間の比較

3 学生間の比較

以上の結果から、ボランティアにたいする意識は社会学部の学生が他学部に比較して高いこと、また全体としては学年が下がるにしたがって意識が高まっていることがわかった。

